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本日の内容・予定 

１．講義 

 教育の今日課題 

 われわれ教員、学校はどこに向かう？ 

２．演習 

 ホワイトボードミーティングを使った問題解決 

  説明（映写ホール１３：３０～１４：００ ） 

  グループ演習（１４：１０～１５：４０） 

  まとめ（映写ホール１５：４５集合）  



講師のあなたは何者ですか？ 



この３月まで千葉県公立学校教員 

  （高校教諭 理科・情報担当） 
  柏北→船橋東→行徳→市立松戸→東葛飾 

      → 定年前退職  

 
４月より独立 

・大学講師：キャリアデザイン担当 

・教育系NPO：教員向け研修、活動支援 

・提携株式会社：組織開発、人材育成などの 

           研修講師 

・その他、地域コミュニティ支援（会議のファシリテーシ
ョン、地域活性に関するお手伝い等） 



本日のゴールは？ 



１．今の日本における教育の現状を俯瞰的・客
観的にとらえられること 

 

２．各種の問題解決のツールを身につけること
（今回はホワイトボードミーティングをやります） 
 

３．明日からの教員としてのマインドをリセット
し、自分のアクションを明確にすること 



みなさんにおたずねします。 



今から１７年後の２０３０年 

 
学校はどんなふうに変わっていますか？ 

 

あなたはそこで、何をしていますか？ 



となりの人と自由に話し合って 

みてください。（３分） 



ところで、 

“クイズ”と“問い”の違いって？ 

• クイズには正解があります 

• “問い“には正解がない場合があります 

• 一般社会では、圧倒的に“問い”が多く、学校
では、“クイズ”が多いです 



問題を共有しておきましょう 

 

 『今日の社会』の特徴 



私たちはどういう時代を生きているの？ 

戦後 

 ・高度経済成長時代 

 ・大量生産、大量消費 

 ・１億総中流社会  

 

現在 

・成熟社会・安定成長時代 

・多品種少量生産、個人嗜好 

・格差社会 

・グローバル化 

・高度情報通信社会 

未来 

・知識基盤社会 

・多様性、協働 

・少子高齢化社会 

 

http://pds.exblog.jp/pds/1/200702
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今日の社会の特徴 

• 世界全体のグローバル化・複雑化 

• 個人ニーズの多様化・生活スタイルの多様化 

• 変化スピードの加速  

• 先行きの不透明さ 

• 高度情報化 

• 格差の拡大（所得、教育、福祉サービス） 

• 形骸化したシステムの崩壊  



• いままでの日本の教育は、工業化社会の有能な人材を輩出には貢献した。 

〔従順な人材〕 〔質の高い情報処理能力､勤勉さ〕 

〔ヒエラルキー組織行動〕 〔画一性、生産性、効率とスピード〕 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



しかし・・・・ 



生産性      創造性 

発想する力・イノベーションが求められる 
※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 

http://www.time.com/time/photoessays/2006/inside_google/2.html


ヒエラルキー    フラット化 
〔ヒエラルキー的組織図〕 〔アメーバ的組織図〕 

自ら考え、行動する力が求められる 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



  ヒエラルキー組織構造 
・工業化社会モデル 
・従順な人材 
・画一的生産/大量生産 
・効率とスピード 
・質の高い情報処理能力 

  ネットワーク組織構造 
・脱工業化社会モデル 
  （知識基盤社会モデル） 
・創造性ある人材 
・うつろいやすい市場に対応 
・トライアル＆エラー的生産 
 （リーンスタートアップ） 
・イノベーション 

・情報処理能力に加え、自らがマ
ネジメントできる能力 
・ビッグデータの活用 

※単純生産拠点はアジア・アフリカへ。 
  アジアでも一部は知識基盤社会を中心とした労働へシフト（シンガポール等） 

いままで これから 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E3%83%92%E3%82%A8%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%82%AD%E3%83%BC%E6%A7%8B%E9%80%A0&source=images&cd=&cad=rja&docid=7TqfzP80QabNZM&tbnid=57pZNgDIwu99qM:&ved=0CAUQjRw&url=http%3A%2F%2Fwww.goodpic.com%2Fmt%2Farchives2%2F2009%2F06%2Fpost_247.html&ei=MW3zUeezNIbRkQWpj4GoBQ&psig=AFQjCNERGQx1wUZquQTE6qxjPDzM_j0YZQ&ust=1374994092721869


変化＆スピード 

〔ドッグイヤー〕 〔マウスイヤー〕 

犬は人間の7倍の速度で成長 ネズミは人間の18倍の速度で成長 

高度な情報処理能力を持つ 

技術革新に対処する 

技術革新を牽引する 

 技術革新のスピードは、ドッグイヤーから、マウスイヤーへ。 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



多様化する社会 

• いろいろな価値観が同居している 

• しかし、「ひとそれぞれ、考え方は多様だよね」
では、すまない状態 

• 権利主張がことさら強調されている。 

• 誰も責任を取ろうとしない。責任の所在もわか
らない。 



複雑 
• 専門性の深化と、専門性を超えた知の融合が、創造的問題解決を実現する。 

専門性を極める 

知を融合させるコミュニケーション力を持つ 

創造的に問題を解決する思考力を持つ 

 

発展途上国の医療問題 

ケネディスクール 
（行政） 

ビジネススクール メディカルスクール 
（医療） 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



グローバル化 
• BRICS、NEXTイレブン、後発開発途上国に広がる経済活動への参画とと

もに、問われる本社のグローバル化。 

〔BRICS〕 

•ブラジル 

•ロシア 

• インド 

•中国 

•南アフリカ共和国 

• イラン 

• インドネシア 

•エジプト 

•韓国 

• トルコ 

•ナイジェリア 

•パキスタン 

•バングラデシュ 

• フィリピン 

•ベトナム 

• メキシコ 

〔後発開発途上国〕 

〔NEXTイレブン〕 

•アジア 9ヵ国 

•アフリカ 33ヵ国 

•オセアニア 5ヵ国 

•中央アメリカ 1ヵ国 

BOP 

文化・宗教・生活習慣・言語の異なる人々と働く 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Next_11_Map.PNG
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:World-BRICs.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Next_11_Map.PNG


相互依存・全体性 
• 持続可能な経済成長も、環境問題の解決も、日本の力だけでは実現できない
。 

全体から考えたり、リーダーシップが問われる 

日本の実質GDPの
推移 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



ニッポンの先生
のジレンマ

生徒に接す
る時間がとれ

ない

落ちこぼれ、
吹きこぼし

仕事量が増える

社会からの
要請がふえ
ている

親対応

各種調査や
報告の増加

対応に時間
がとられる

職業としての
教師の魅力
が下がる

教材研究、生徒指導研究
の時間がない

授業の質があがらない

人権、いじめ

食育

環境

キャリア

道徳

ニッポンの先生におきていることを全体性から観る 





こういったおおきな 

地球規模での 

社会規模での 

変化があるのに・・・・ 



社会と学校教育間のギャップは 

年々開いている！ 

義務教育 高校・大学 社会人 

・世界との競争 

・正解のない問題解決 

・高度なコミュニケーシ
ョン 

・激変する産業構造 

・学校という閉じられた世界 

・正解の決まってることの暗記 

・コミュニケーションをとらないでよ
い環境（すきなもの同士のグルー
ピング） 
・固定した人間関係、少数だけの
大人の接触（親、教師、塾講師) 



   社会人 大学生   高校生 

大人になる準備 ある大学生からのメッセージ 

• 子どもたちは、いつ、どこで、どのように、大人になるための準備を行うのでし
ょうか？  下記は日本の（おそらく）実態 

中学生 

過保護 放任 自己責任 

 個々の子どもが自分の能力を発見し、それを最大限に延ばして、将来、社会
の中で自分の居場所を見出し、その場での活動を通じて、この社会の一層の
発展に、積極的にかかわれるよう、人間形成の場を与えること 

 
オランダの個別教育はなぜ成功したのか リヒテルズ直子 平凡社 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



問題の共有 

 

 『生徒の変容』 



現代の子供達へのアプローチをどうするか？ 

 
  （ネガティブな面をクローズアップすると・・・） 
 

・すぐに役立つ結果ノウハウを求める。受動的。 

・自分に自信が持てない。自己肯定感が希薄。  

・他人の過度にまわりの目を気にする。 

・反対にまわりを気にせず過度に自己主張が激しい。 

・テレビやゲーム、マンガ、情報機器に接する時間が長い、あるいは
習い事やスポーツサークルなどで忙しく、 

結果的に家庭での学習時間が短い。 

・ある面、打たれ弱い、忍耐や努力をかっこ悪いものとして嫌う。 

・怒られ慣れしていないので、キレやすい。ちょっとしたことで不機嫌
になり、我慢が苦手。  



現代の子供達へのアプローチをどうするか？ 

 
  （ポジティブ面をクローズアップすると・・・） 
 

・社会貢献意識が高い 

・環境や平和に敏感  

・節制した生活習慣 

・デジタルネイティブ。機器の操作にたけている 

・自分のペースを大事にする  

・おしなべてやさしく、まわりへの配慮ができる 

・中には大人以上に意識の高い生徒がいる 
 



教育の世界では 

今、何がおきているのか？ 



カーンアカデミー 

2006年にサルマン・カーン によって設立された非営利の教育ウェブサイト。 

初等教育から大学レベルの講義まで、物理、数学、生化学から美術史、経済
学、ファイナンスまで3000本以上の動画とLMS（ラーニングマネジメントシステ
ム）を備える。 



学費無料で教師不在の学校 



子供たちの自主性からすべてが始まる学校 
（きのくに子供の村学園） 

http://berd.benesse.jp/feature/future/topics_2/activity01/index.html 



今や、オンラインで世界中の誰もが安
く学べる状況になった。 

Coursera edX 

TED-Ed Udacity 

世界のどこからでも 

誰でもが一流の講
義を受講可能。 



今や、オンラインで世界中の誰もが安
く学べる状況になった。 

「MOOC」（ムーク） 
 ・「Massive Open Online Course」の略 
 ・ネットを使った「大規模公開オンライン授業」 
 ・世界の一流といわれる大学の授業を無料 
  で動画視聴できる 
 ・宿題、試験もあり修了証も発行される 

JMOOC 
 ・日本版MOOC 
 ・日本語対応 
 ・2013年11月に設立 
 ・産官学のプラットフォーム 



Google社は個人がMOOCをつく
れるプラットフォームをサポート 



企業リクルーティングが 

激変するかも 

高校卒業 

大学入学 

就職活動 

大学卒業 

企業採用 

社員教育 

高校または大学在学または学校に
在籍していなくても・・・ 

MOOCによる 

企業推奨科目の履修・修得 

企業採用 

実践力社員 実践力社員 



受験業界に黒船？ 

受験サプリ 

 ・プロ講師の講義動画 

 ・解説付き過去問ダウンロード 

 ・無料センター模試 

manavee 

 勝手に有志で予備校？ 



反転授業（FLIPPED CLASSROOM) 

家で動画による講義を受け、知識を習得 
→教室では学んだことをもとに議論、発展
的な課題に取り組む 

教室で知識を習得。 
 時間あれば発展的課題 



facebook 反転授業の研究 

・350名以上のコミュニティ 

・非公開 

 

以下の最新情報交換 

・反転授業 

・アクティブラーニング 

・オンライン授業 

・ブレンデッドラーニング 



 児童・生徒の学力 

 成績上位層＋成績下位層の２極化傾向 

  しかも分布の裾野が広くなる傾向 

人数 

得点 

従来の分布曲線（正規分布型） 

最近の分布曲線（ツインピーク型） 
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C：あきらめる 

Ａ：努力する 

『生徒間格差の問題』 
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目標ﾗｲﾝ 

B：さぼる、持て余す 

C：あきらめる 

Ａ：努力する 

一律の目標方式 個に適した目標方式 

Bの目標ﾗｲﾝ 

Cの目標ﾗｲﾝ 



MOOCの次に来るのが、 

パーソナライズド・ラーニング 

アダプティブラーニング？ 

現在、イギリスでは、従来の「お仕着せ的」学校教育に代わ
って、「個人化された学習」（パーソナライズド・ラーニング）
が教育の中心になるべきものとして、政府などによって推
奨されている。 

ビッグデータの解析により、学習者の弱点などを分析
し、補強する教材が提供される（サンノゼ大学など） 

ICTの発達により、ここにあった学習プログラムが必要なタイミング、必
要な手段で提供されていく（アダプティブラーニング） 



マルチプルインテリジェンス 

児童・生徒によって、
響く学習方法は違う
ということ 



タブレットの導入 
◆袖ヶ浦高校 

◆広尾学園（全生徒にiPad） 

◆武雄市  

※授業の感想などは校内限定twitterで情報交換 

http://hiwa1118.exblog.jp/19727842 



デジタル教科書・教材 

シームレスな学習環境 

http://news.mynavi.jp/news/2008/05/26/022/ 



いわゆるシチズン教育（よき市民
を育てる教育）や 

人格形成も国によって 

やり方が違う 



例えばオランダのイエナプラン教育では・・・ 

 
対立解消は基本、生徒同士が行う 

先生が人の感情や
問題解決の一般的
な方法を教える 

生徒同士の問題発生 

当事者生徒同士で解決 

（それでだめなら）仲裁者が入って解決 

（それでだめなら）先生が入って解決 

先生が仲裁者の
育成をしておく 

http://study.japanjenaplan.org/


今のきもち
を帽子であ
らわそう 

（株）ハバタクのご厚意による 

異年齢集団 

サークルで話
をシェア 

http://blog.habataku.co.jp/2012/06/blog-post.html


学校側がガイドした大目標にもとづき、生徒が
自分で時間割を組み立てるところからすべて
が始まります。 

つまり、日本のように何から何まで学校が手
かし足かせで面倒を見ることはなく、そこから
自立が生まれます。 







オランダでは学校向けのカリキュラム立案・
教材選択のコンサルティングはOBD（教育
サポートセンター）という組織が一括 

 

こうした仕組みづくりにより、学校は国から
交付されている教材費を有効に活用できる
とされています。 

 

さらにOBDは教員の研修も一手に引き受け

ており、新しいカリキュラムや教材を導入す
る際に教員のリテラシー不足やスキル不足
がハードルになるような状況を極力排除して
いる。 



    ゆるぎない礎は 

  何を参照すればいいのか？ 

 
（教育先進国はこの礎のもとに 

教育プログラムを組み立てている） 



キーコンピテンシー 

OECDが1999年～2002にかけて行った「能力の定義と選択」
(DeSeCo)プロジェクトの成果で、多数の加盟国が参加して国際的
合意を得た新たな能力概念 



※21世紀型スキル 

世界の教育関係者らが立ち上げた国際団体「ATC21s」（The Assessment and 

Teaching of 21st-Century Skills＝21世紀型スキル効果測定プロジェクト）が提唱
する概念で、これからのグローバル社会を生き抜くために求められる一般的な能力 

21世紀型スキル 

（1）思考の方法……創造性と革新性、批判的思考・問題解決・意思決定、  

             学習能力・メタ認知 

（2）仕事の方法……コミュニケーション、コラボレーション（チームワーク） 
（3）学習ツール……情報リテラシー、ICT（情報通信技術）リテラシー 

（4）社会生活  ……市民性（地域および地球規模）、生活と職業、 

            個人的責任および社会的責任 

             （文化的差異の認識および受容能力を含む） 



国際バカロレアの学習者像 

※国際バカロレア 

インターナショナルスクールの卒業生に、国
際的に認められる大学入学資格を与え、大
学進学へのルートを確保する機構 



生きる力（文部科学省） 



その他、教育について 

もっと知りたい人のためのキーワード 

（検索してみてください） 

• オルタナティブスクール（初等・中等教育において、慣例に従ってきた学
校に比べて柔軟性のある学習計画をもつ学校） 

• フォルケホイスコーレ（デンマークの民衆教育機関） 

• イエナプラン（オランダ、ドイツの異年齢集団の学習） 

• モンテッソーリメソッド（個人が自由に個別活動、縦割りクラス） 

• シュタイナー教育 

• SML（セルフ・マネージド・ラーニング：学びの自己構築）やLLL（ライフ・ロ
ング・ラーニング：生涯学習） （ニュージーランドの教育コンセプト） 

• コスタリカの平和教育（国連平和大学はなぜコスタリカにあるのか？） 

• コミュニティスクール 

• デモクラティックスクール（好きなことを学ぶ、テストなし、ミーティングで決
めるなど） 

 

 



活用型の学力育成と 

授業デザインについて 



市川伸一 学ぶ意欲とスキルを育てる 

九九の暗誦 

計算ドリル 

漢字練習 

地名・国名 

高校・大学での講義 

小学校 生活科 

総合的学習の時間 

自由研究 

グループ討論・発表 

習得サイクルと探求
サイクルを埋める中
間位置として登場し
たのが活用型 



知識（Knowledge) 

理解（Comprehension) 

理解の深化 

適用（Application) 

分析（Analysis) 

統合（Synthesis) 

評価（Evaluation) 

書く、リストにする、述べる、定義する 

説明する、要約する、描写する 

使う、解決する、証明する 

分析、分類、比較など 

創造する、デザインする、仮説をたてる 

判断する、評価する 

日本で
行っている
ライン 



重視される知的生産力 

• 社会は単純⇒複雑化 

• さまざまなサービス需要、グローバル化 

• 新しい知識がすぐに陳腐化 

• 問題が単一分野から複合分野にまたがる 

• 知識集約は誰でもすぐにできる（ネット検索） 
   ⇒問われる問題解決能力・提案型の姿勢 

 



小
中
高
で
の
教
科
学
習 

大
学
等
で
の
専
門
教
育
・研
究 

ビ
ジ
ネ
ス
等
で
必
要
な
ス
キ
ル 

生
涯
学
習
・趣
味
の
上
達 

知的生産の仕方を知ることは、知識基盤社会の基本 



大学の使命 
• ハーバード大学のファウスト学長は、2010年3月に来日した際
に、学生の質問に以下のようにお答えになりました。 

ハーバード大学の使命

は意義の有る人生を生

きるための「道具」を 

提供すること 

※クマヒラセキュリティ財団のご厚意による 



知識を単に教えるだけで 

↓ 
何かを“知っている“状態になっても 

↓ 
現実社会の問題に適応できますか？ 

みなさんの教えている生徒さんを 

ちょっと思い浮かべてください・・・・ 



活用型学力とは 

１．教科で身につけた知識・技能を 

  日常に活かせる力 

２．自ら問題を見つけ、仮説を立て、 

  検証して解決に導く力 

３．２つ以上の教科・分野を結びつけて考えら
れる力 



活用型学力の必要性 

• 単なる知識の暗記や、計算のしかた、解法の
パターンを身につけるといっただけの能力で
は解決できない複雑で困難な課題に、これか
らの子どもたちは実社会に出て山ほど立ち向
かわなければなりません。そのときに必要な
のが、教科の知識・技能を日常に活かす力で
あり、問題解決的な思考力であり、教科横断
的な思考力なのです。（田中博之 早稲田大
学大学院教授 ） 



ラーニングピラミッドとアクティブラーニング 

アメリカ国立訓練研究所報告 
 
・授業で学んだ知識が半年後に
どれだけ定着しているかを測定し
たもの。 
・受け身で講義を聴いたときの定
着率は５％ 
・グループ討論を行ったときの定
着率は50%に高まる 
・さらに他の人に教える行為を伴
えば、90%もの内容が定着する 
 
このような能動的な学びを「アク
ティブラーニング」という。 
 



産業構造の変化 

ゆとりかつめこみか？ 

学力格差問題 

生徒の変容 

社会とのギャップ
を埋める 

生徒各自の学力
を生徒自身の力
で伸ばす 



アクティブラーニング 

• 一般に学習者が能動的に行う学習の方式のこと 

• 明治以降の教育は、大量生産、大量消費時代
に対応し、人をも機械部品のように製造すること
を目的としたマス型の受動的学習であった。 

• 現代は多様な価値観が求められる複雑な社会
であり、個人や組織で問題発見・解決できる能
力が問われる。一方的に講義を聞く、受動的学
習では対応できない。これに対応していくのがア
クティブラーニング。 



・生徒が主体、主役 
・学びあいが中心 

・先生－生徒 生徒－生徒の
双方向 
・自己評価、自己振り返り 
・正解は多数 
・新たな問いが生成される 

従来の授業 アクティブラーニング型授業 

・先生が主体、主役 
・知識伝達が中心 
・先生からの一方通行 
 
・先生が上から評価 
・正解は一つ 
・問題は与えられる 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E4%B8%80%E6%96%89%E6%8E%88%E6%A5%AD&source=images&cd=&cad=rja&docid=7ZeKxLhKkGZOfM&tbnid=lUeQ3JCXfn3qcM:&ved=0CAUQjRw&url=http%3A%2F%2Fleaderlibrary.jugem.jp%2F%3Feid%3D2&ei=RHLzUYD_Is6bkgWy2YHoDA&psig=AFQjCNHiPfovLYSWBdHALkKm-YI9r153nw&ust=1374995390025256
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E5%9E%8B%E6%8E%88%E6%A5%AD&source=images&cd=&cad=rja&docid=rKzrB5VoE4zATM&tbnid=gawoMuqOWD8aLM:&ved=0CAUQjRw&url=http%3A%2F%2Fwww.kals.c.u-tokyo.ac.jp%2Fgp%2Fsummer2009.html&ei=Z3LzUfTME47rkgXy7YDQCQ&psig=AFQjCNE6Xr2UslhuEWG55BegvYinglCIcQ&ust=1374995426996000


これまでの学びの要素だけでは 

不十分⇒⇒多角的な学びの視点 

振り返る 

表現する 

発表する 

まとめる 

考える 

問題解決 

知る 

調べる 

学びの 

環境作り 

能力開発 

学びの意義 

学び方の 

学び 

知の共有 

チームでの 

協働 

従来の要素 



肝心の授業設計をどうするか？ 



知識・理解のみ 

思考・判断のみ 関心・意欲・態度のみ 

表現・技能のみ 

目に見えやすい、意識下 

目に見えにくい、無意識下 

論理的・頭脳的 論理以外・体全体 

×単なる講義の暗記 ×単なる生徒発表パフォー
マンス主体 

×単なる人目を引く科学実験だけ ×単なるできる子向けのクイズ番組 



知識・理解 

思考・判断 
関心・意欲・態度 

表現・技能 

※4観点１体での教育は理想ですが、実際にそうはいかない
ので、学習目的や教材により意識的に重点を使い分けるのが
望ましいでしょう。 



適切な次の目標 
教材提示 

ステップアップ 
学習 

わかる 
できる 

達成感 
もっとやってみたい 

個人の 
成長 

モチベーション維持の方策 

  ・わからない部分を自立してすぐに調べ解決できる学習環境 

  ・ゲーミフィケーション（学習にゲーム要素を入れる）の手法 



B 

C 

A 

B 

C 

A 

実
力
よ
り
少
し
だ
け
高
い
目
標

が
達
成
し
や
す
い 

Aの目標ﾗｲﾝ 
目標ﾗｲﾝ 

B：さぼる、持て余す 

C：あきらめる 

Ａ：努力する 

一律の目標方式 個に適した目標方式 

Bの目標ﾗｲﾝ 

Cの目標ﾗｲﾝ 



講義を聞く 

ノートを取る 

試験問題を解く 

そもそも何が問題かを 

自覚する 

問題解決に必要なツールを 

発見し、使う 

解決法などを他人に伝える 

友人からのフィードバックを受ける 

自分の学習法をメタ認知する 

知識理解のみが中心の従来型学習 
問題解決要素のある活用型学習 



講義を聞く 

ノートを取る 

試験問題を解く 

問題解決に必要なツールを 

発見し、使う（必要からのインプット） 

解決法などを考える 

（思考判断力の育成） 

他人に伝える（能動的なアウトプット） 

フィードバックによる修正 

１度だけのインプットとアウトプット 
繰り返されるアウトプットにより、
記憶にも留まりやすい。 



講義を聞く 

ノートを取る 

試験問題を解く 

１度だけのインプットとアウトプット 

間違えた問題について復習の機会 

＋α 

もう一度問題を解く。 

プラスの自信・実力を実感する 



勉強が 

わからない 

つまらない 

●学ぶ意味が不明で無意味と思う 

●学び方がわからない 

●学ぶ方法はわかっていても継続できない 

●学んで役立った・成長できたという実感や
肯定感がない 

学び方を意識的に学ばせることで、学習に向かう
姿勢が向上する 



アクティブラーニングの実例① 

• ハーバード、MIT、スタンフォードなどの世界
の超一流大学では、講義による知識伝授は
ネット経由で行い、大学においては討論や実
習が中心 

www.fastcompany.com designthatmatters.org 



アクティブラーニングの実例② 

http://www.kals.c.u-tokyo.ac.jp/より 

東京大学教養学部付属教養教育高度化機構 

http://www.kals.c.u-tokyo.ac.jp/
http://www.kals.c.u-tokyo.ac.jp/
http://www.kals.c.u-tokyo.ac.jp/


アクティブラーニングの実例③ 

http://www.riasec.co.jp/120714osaka/kyoto_mizokami.pdfより 

京都大学高等教育研究開発推進センター 

http://www.riasec.co.jp/120714osaka/kyoto_mizokami.pdf


アクティブラーニングの実例④ 
元埼玉県立越谷高校 小林昭文教諭（現河合塾）の物理の授業の例 



アクティブラーニングの実例⑤ 

元千葉県立東葛飾高校 福島毅教諭（現在は当NPO理事）の実践例 

自由や規律についての意見交換 

危害原理や不快原理などと法律と
の関連講義 

東葛リベラルアーツ（休日開催の特別授業） 
  東葛白熱教室「自由と自律とは？」 

ゲストによるストーリーテリング 

生徒自身の学習振り返り 

発表と討論 



アクティブラーニングの実例⑥ 

３時間の授業で習った知識から、
テーマを提示。 

各自が深めたい内容のテーマ
を選び、３０分でwebなどにある
資料を元にプレゼン資料を作る。 

４人グループで、１人３分の発
表と質疑応答。 

４時間分で進むのではなく、３歩進んで立ち止まり、生徒自身に総括させ
ていく作業。アウトプットを前提にしたインプット作業。 



アクティブラーニングの実例⑦ 

まずは、前回の学習を復習する小テストを５分（数学など） 

隣の席の生徒と答え合わせ（どっと盛り上がる）。 

本日の新しい学習内容の説明 

次回の小テスト範囲と問題の予告 



 東葛飾高校３年生 情報B 

 

 ①情報の授業に関するプレゼンしながら説明（15~20分） 
   説明資料も用意しておく。  

   ただし、講義後に覚えた内容を隣人に説明してもらうことを宣言。   

 ②プリントを元に各自暗記する。（3分）       

 ③ペアをつくり、Aさん Bさんを決める。       

 ④Aさんがプリント内容を説明し、Bさんが聴く （3分） 
   ※なるべくプリントをみない。相手の目を見る 

    大事なところは繰り返す、ゆっくり話す、強調するなどを強調しておく。       

 ⑤Bさんがプリント内容を説明 Aさんが聴く （3分）       

 ⑥お互いに内容説明に関する振り返りをする。 

    振り返りのポイントは good＆better 

    よいところをまず褒め、改善提案を加える。（コーチングの基本） 

アクティブラーニングの実例⑧ 



授業設計のポイント１ 

～単なるグループ学習からの脱却～ 

• 学びの設計思想がある。（何を学ばせたいか、
力をつけさせたいか？が明確である。） 

• やりっぱなしで終わらせず、必ず振り返りをさ
せる。 

• できる子のみ・さぼる子に引っ張られないよう
にする。各自のスモールステップの成長があ
る。 （リーダーや記録係の役割交替）。 

・教員の必要かつ適切な介入がある。 



授業設計のポイント２ 

• 先生がしゃべりすぎない。伝達部分は簡潔な
形で。（プリントを用意する、プレゼンにするな
どして時間節約） 

• 生徒側のアウトプット活動を意識する。ただし、
みてくれのいい発表をさせるための活動では
ない。 

• 自主活動はあくまでアウトプット指向で。自由
な学びは学習方法に慣れてから。 

• 生徒の学習ペースにあわせたスモールステッ
プアップ、自己肯定感があがる設計にする。 



授業設計のポイント３ 

• 学び方のマスターを視野にいれることが大切 

• いろいろな学び方をする中で、どれが自分向
きかを開発する段階。（視覚系、聴覚系、体
感覚系、左脳系、右脳系など） 

• 失敗を恐れない姿勢。そもそも失敗はない。
“失敗”は他人の評価。自分自身で自分の学
習マスター段階を評価できることが大切！ 

（学校は安心して失敗できる場であるべき） 



活用型学力をつけるための 

授業をはじめる時の違和感 

• 生徒にアウトプットの機会を与える時間をつく
るので、何か自分（先生側）がさぼっているの
ではないか・手持ち無沙汰という違和感⇒見
守る時間でできることもあります。（早く終わる
生徒に次の課題提示、遅れている生徒への
声かけ等） 

• 他の先生がやっていない中で行う違和感⇒
大丈夫です。先生方は最先端のラーニングメ
ソッドを実現中です！ 



・まずは、講義の基本スキルは必要。 

（静かに話を聴かせる、講義内容が生徒に分か
り易く届けるなど） 

・アクティブラーニングをやらせることが目的で
はなく、あくまで「つけさせたい力があるから
やる」姿勢が必要。 

・アクティブラーニングの適材適所は授業のど
の場面かを見極める。 

・講義＋演習＋振り返りのバランス 


